
特
集
・
婦
人
問
題
③

こ
れ
か
ら
の
女
性
の
老
後

網
代
　
毅

高
齢
女
性
の
増
加
と
年
金
へ
の

期
待

か
を
ふ
ま
え
、
年
金
を
老
後
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
位
置
ず
け
よ
う
と
す
る
切
実
な
姿
勢
で
あ

る
。
第
二
に
、
こ
れ
は
要
注
意
な
の
だ
が
将
来

の
年
金
に
つ
い
て
の
不
安
感
で
あ
る
。
年
金
の

財
政
は
も
う
破
綻
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
そ
う

だ
、
自
分
達
の
老
後
年
金
は
本
当
に
あ
て
に
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
不
安
感
を
抱
く
人

が
増
え
て
い
る
と
聞
く
。

　
値
か
に
現
在
の
制
度
に
問
題
は
少
な
く
な

い
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
重
大
な
局
面
に
い

た
る
お
そ
れ
は
十
分
に
あ
る
が
、
そ
れ
を
千
を

こ
ま
ね
い
て
見
て
い
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な

い
し
、
ま
た
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
政
府
を
中
心
に
制
度
を
将
来

と
も
永
続
し
う
る
形
に
改
善
す
る
努
力
が
、
今

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
何
ゆ
え
こ
の
よ
う

に
世
間
の
眼
が
年
金
に
向
け
ら
れ
て
き
た
の
か

を
考
え
て
み
よ
う
。
第
一
は
い
う
ま
で
も
な
く

わ
が
国
人
口
の
高
齢
化
で
あ
る
。
高
齢
化
と
は

長
生
き
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
高

齢
者
が
数
の
上
で
も
、
人
口
に
対
す
る
割
合
で

も
、
働
く
年
齢
の
人
口
に
対
す
る
割
合
で
も
増

加
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
日
本
人
の
長
寿
化

に
つ
。
い
て
は
説
明
の
要
も
あ
る
ま
い
が
、
今
年

七
月
の
発
表
で
は
、
男
子
七
三
・
三
二
歳
、
女

子
七
八
・
八
三
歳
と
、
今
や
名
実
と
も
に
世
界

第
一
級
の
長
寿
国
に
な
っ
た
。
女
性
は
結
婚
す

る
の
が
通
常
の
姿
と
し
て
、
妻
は
夫
よ
り
五
歳

若
い
と
す
れ
ば
、
女
性
は
老
後
平
均
一
〇
・
五

年
以
上
を
未
亡
人
と
し
て
過
ご
す
こ
と
に
な

る
。
こ
の
期
間
を
ど
う
暮
ら
す
の
か
。

　
経
済
企
画
庁
が
最
近
発
表
し
た
推
計
で
は
、

三
〇
数
年
後
に
は
六
五
歳
以
上
の
「
独
身
お
ば

一
―
高
齢
女
性
の
増
加
と
年
金
へ
の
期
待

ニ
―
女
性
の
処
遇
の
難
し
さ

三
―
現
在
の
年
金
制
度
の
仕
組

四
―
新
し
い
変
化
が
生
む
不
合
理

五
―
幾
つ
か
の
提
言

あ
さ
ん
」
　
（
も
ち
ろ
ん
未
亡
人
を
含
む
）
は
一

千
万
人
に
達
す
る
と
い
う
（
こ
れ
に
対
し
て
独

身
お
じ
い
さ
ん
は
二
百
万
人
）
。

　
子
ど
も
の
扶
養
も
昔
ほ
ど
は
あ
て
に
で
き
な

い
。
子
に
そ
の
意
思
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
子
（
つ

ま
り
孫
）
の
教
育
そ
の
他
に
費
用
が
か
か
り
過

ぎ
て
、
お
ば
あ
さ
ん
に
は
廻
っ
て
こ
な
い
。
し

か
も
い
わ
ゆ
る
核
家
族
化
は
な
お
進
む
。
核
家

族
世
帯
（
親
と
未
成
年
の
子
か
ら
な
る
世
帯
）

は
、
昭
和
三
十
年
の
一
、
○
三
七
万
か
ら
五
十

年
に
は
一
九
九
八
万
と
な
り
、
結
果
と
し
て
高

齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
る
。
前
記
経
企
庁
は

六
五
歳
以
上
の
単
身
世
帯
は
現
在
は
一
〇
〇
の

う
ち
二
程
度
だ
が
、
こ
れ
が
四
倍
の
八
に
な
る

と
推
測
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
、
女
性
は
数
字
で
こ
そ

知
ら
な
く
て
も
肌
で
感
じ
て
い
る
。
夫
の
死
後

　
年
金
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
こ
の
と
こ
ろ
急

ピ
ッ
チ
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
、
各
政
党
、
政
府

関
係
審
議
会
、
マ
ス
コ
ミ
、
労
働
組
合
、
学
者

グ
ル
ー
フ
な
ど
の
建
議
や
提
言
が
相
つ
い
で
い

る
か
、
国
民
一
般
の
意
識
も
こ
れ
ら
に
劣
ら
ぬ

勢
い
で
上
昇
し
て
い
る
。
近
頃
で
は
通
勤
の
車

中
で
も
年
金
談
議
を
耳
に
す
る
こ
と
な
ど
ご
く

通
常
の
事
柄
で
あ
る
。
な
か
で
も
中
年
婦
人
が

何
人
か
集
ま
る
と
年
金
の
話
、
と
い
う
例
が
急

増
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
関
心
の
高
ま
り
に
つ
れ
、
内
容
に
も
変
化
が

表
れ
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
年
金
に
対

す
る
理
解
で
あ
る
。
一
〇
年
ほ
ど
前
の
「
食
え

る
年
金
を
」
方
式
で
な
く
、
負
担
を
ど
う
す
る

年
金
を
め
ぐ
る
諸
問
題

一
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一
〇
年
間
の
未
亡
人
生
活
、
子
の
扶
養
は
あ
て

に
は
で
き
ぬ
。
と
す
れ
ば
頼
み
は
社
会
保
障
、

つ
ま
り
年
金
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
厚
生
省
が

五
十
五
年
に
行
っ
た
「
高
齢
化
問
題
調
査
」
の

結
果
に
よ
れ
ば
、
「
老
後
を
支
え
る
手
段
と
し
て

何
を
考
え
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
六

〇
～
六
四
歳
で
は
一
位
が
「
夫
婦
の
収
入
」
で

六
七
・
三
％
。
と
こ
ろ
が
六
五
～
六
九
歳
で
は

一
位
は
「
老
齢
年
金
」
で
五
九
・
四
％
。
七
〇

歳
以
上
に
な
る
と
こ
れ
が
六
五
・
三
％
と
な
っ

て
い
る
。
国
民
の
大
多
数
が
い
か
に
年
金
に
期

待
を
か
け
て
い
る
か
、
こ
の
数
字
か
ら
も
身
に

し
み
て
わ
か
る
。女

性
の
処
遇
の
難
し
さ

　
わ
が
国
の
年
金
制
度
は
現
往
ど
ん
な
仕
組
に

な
っ
て
い
る
か
。
昭
和
三
十
六
年
に
国
民
年
金

が
発
足
し
、
い
わ
ゆ
る
「
国
民
皆
年
金
」
の
体

制
が
完
成
し
た
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
日
本
人

は
何
ら
か
の
年
金
に
加
入
し
、
老
後
は
ど
れ
か

の
年
金
に
結
び
つ
く
と
い
う
仕
組
で
あ
る
。
し

か
し
、
わ
が
国
の
制
度
は
単
一
で
は
な
い
。
大

童
か
に
分
け
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め
の
厚

生
年
金
、
農
漁
業
・
自
営
業
者
な
ど
の
た
め
の

国
民
年
金
、
公
務
員
な
ど
特
殊
職
域
の
人
の
た

め
の
各
種
共
済
組
合
、
こ
の
三
つ
の
タ
イ
プ
な

い
し
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
。
な
ぜ
一
つ
の
制

度
に
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
人
も
あ
ろ
う
。
実

は
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
価
値
の
あ
る
意
見
な
の

だ
。
し
か
し
、
日
本
だ
け
で
な
く
ほ
と
ん
ど
の

先
進
国
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
域
や
業
種
の
事

情
に
よ
り
、
ま
た
出
発
の
時
点
も
異
に
し
て
制

度
が
設
け
ら
れ
、
数
十
年
の
歴
史
を
重
ね
て
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
基
本
的
な
考
え
方
も
内
容

も
異
な
る
こ
れ
ら
の
制
度
を
い
き
な
り
統
合
再

編
成
す
る
と
い
っ
て
も
、
至
難
の
業
な
の
で
あ

る
。

　
制
度
の
仕
組
の
説
明
に
入
る
前
に
、
一
般
に

年
金
と
い
う
の
は
わ
か
り
に
く
い
と
言
わ
れ
る

そ
の
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
は
右
に
の
べ
た
、
制
度
が
一
つ
で
な

く
、
考
え
方
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。
そ
の
た
め
職
業
が
変
わ
っ
た
場
合
や
、

特
に
女
性
の
場
合
な
ど
種
々
複
雑
な
ケ
ー
ス
を

生
じ
る
。

　
第
二
に
、
制
度
が
改
善
さ
れ
る
時
な
ど
、
そ

れ
ま
で
の
取
扱
と
調
整
す
る
た
め
に
、
「
経
過

措
置
」
と
い
う
い
わ
ば
特
例
的
な
取
扱
を
設
け

る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
だ
。
制
度
改
善
時
以
外

で
も
、
制
度
が
開
始
さ
れ
て
ま
だ
日
が
浅
い

　
（
こ
れ
を
制
度
の
「
未
成
熟
」
と
い
う
）
間
は

当
座
の
特
別
措
置
（
つ
ま
り
成
熟
化
対
策
）
が

必
要
に
な
る
。
国
民
年
金
が
始
ま
っ
た
時
す
で

に
高
齢
に
達
し
て
い
る
人
に
は
福
祉
年
金
を
、

ま
た
保
険
料
を
納
入
し
て
も
受
給
年
齢
ま
で
に

必
要
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
、

納
入
期
間
の
短
縮
を
認
め
た
の
な
ど
が
そ
の
例

で
あ
る
。

　
第
三
に
は
幾
つ
か
の
専
門
用
語
が
あ
る
点

だ
。
例
え
ば
「
標
準
報
酬
」
が
あ
る
。
簡
単
に

い
え
ば
賃
金
あ
る
い
は
給
与
の
こ
と
だ
が
、
人

の
毎
月
の
給
与
は
千
差
万
別
で
、
こ
れ
を
一
々

計
算
の
基
礎
に
す
る
こ
と
は
繁
雑
に
す
ぎ
る
。

そ
こ
で
各
人
の
給
与
を
ラ
ン
ク
ず
け
す
る
た
め

に
標
準
に
な
る
額
の
表
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
あ

て
は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
の
給
与
が
ど

の
幅
の
な
か
に
あ
れ
ば
ど
の
額
と
み
な
す
と
い

う
取
扱
を
す
る
。
こ
の
格
付
さ
れ
た
給
与
が
標

準
報
酬
で
あ
る
。
ま
た
簡
単
な
事
だ
が
、
一
般

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
被
用
者
、
雇
い
手
の
会
社
を

事
業
主
と
よ
ぶ
の
な
ど
も
一
般
用
語
と
は
少
々

ち
が
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
右
に
の
べ
た
や
や
こ
し
さ
な
ど
問

屋
に
な
ら
な
い
く
ら
い
、
女
性
の
処
遇
は
複
雑

で
あ
る
。
男
性
の
場
合
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
し

て
も
、
農
漁
業
、
自
営
業
に
し
て
も
、
同
一
の

職
場
か
少
な
く
と
も
同
一
の
業
種
で
一
生
を
過

ご
す
こ
と
が
多
い
か
ら
、
問
題
は
少
な
い
。
こ

れ
に
比
べ
て
女
性
は
ま
こ
と
に
多
様
で
あ
る
。

学
校
を
卒
業
し
て
勤
め
る
人
も
あ
れ
ば
、
家
事

　
（
職
業
と
し
て
の
）
に
従
事
す
る
人
も
あ
る
。

花
嫁
修
行
だ
け
と
い
う
人
も
あ
る
。
そ
の
後
結

婚
す
る
人
も
あ
り
独
身
を
通
す
人
も
あ
る
。
結

婚
後
勤
め
を
や
め
る
人
、
続
け
る
人
、
お
産
を

す
る
時
に
な
っ
て
や
め
る
人
、
産
前
産
後
の
休

暇
を
と
っ
て
そ
の
ま
ま
勤
め
る
人
、
一
旦
や
め

て
子
が
あ
る
程
度
成
長
し
て
か
ら
ま
た
勤
め
る

人
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ま
た
結
婚

し
て
も
離
婚
す
る
人
、
再
婚
す
る
人
、
し
な
い

人
、
夫
の
転
職
、
死
亡
…
…
。

　
こ
の
よ
う
に
社
会
的
地
位
が
幾
通
り
も
あ

り
、
ま
さ
に
千
変
万
化
と
も
い
え
る
女
性
の
立

場
を
、
年
金
の
側
で
ど
う
捉
え
て
ゆ
く
か
。
実

は
こ
の
問
題
は
女
性
を
ど
う
処
遇
す
る
か
だ
け

の
憲
味
で
な
く
、
年
金
制
度
全
体
を
ど
う
組
み

立
て
る
か
と
い
う
基
本
的
な
課
題
に
か
か
わ
る

き
わ
め
て
重
要
な
事
柄
な
の
で
あ
る
。
こ
の
問

加
も
わ
が
国
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど

の
先
進
国
で
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
制
度
改
革
の

中
心
的
な
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
年
金
制
度
の
仕
組

　
現
在
の
わ
が
国
の
年
金
制
度
の
概
略
を
、
さ

き
に
大
別
し
た
三
つ
に
つ
い
て
み
よ
う
。

①
―
厚
生
年
金

○
加
入
者
（
「
被
保
険
者
」
と
い
う
）
は
、
一
般

　
の
被
用
者
、
つ
ま
り
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。

○
保
険
料
　
女
性
は
標
準
報
酬
の
九
％
を
労
使

　
で
折
半
（
男
性
は
一
〇
・
六
％
）
。

○
老
齢
年
金

　
・
受
給
要
件
　
①
加
入
期
間
か
二
〇
年
以
上

　
　
あ
る
こ
と
（
女
性
の
場
合
、
三
五
歳
以
後
の

　
　
加
入
期
間
が
一
五
年
以
上
あ
る
時
も
可
）

　
　
②
退
職
し
て
い
る
こ
と
（
た
だ
し
、
在
職

　
　
中
で
も
六
〇
歳
以
上
六
五
歳
未
満
で
所
得

　
　
の
少
い
人
と
六
五
歳
以
上
の
人
は
、
所
得

　
　
に
応
じ
て
受
給
で
き
る
）
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・
受
給
問
始
年
齢
　
女
性
は
五
五
歳
（
男
性

　
　
は
六
〇
歳
）

　
・
年
金
額
（
月
額
）
次
の
三
つ
の
合
計
額
。

　
　
①
二
、
〇
五
〇
円
に
加
入
年
数
を
か
け
た

　
　
　
額

　
　
②
過
去
の
標
準
報
酬
の
平
均
月
額
の
一
％

　
　
　
に
加
入
年
数
を
か
け
た
額

　
　
③
加
給
年
金
額
（
配
偶
者
や
子
が
あ
る
場

　
　
　
合
の
加
算
額
）

○
遺
族
年
金

　
・
受
給
要
件
　
加
入
期
間
が
六
ヵ
月
以
上
あ

　
　
る
人
が
在
職
中
に
な
く
な
っ
た
、
あ
る
い

　
　
は
、
老
齢
年
金
の
資
格
期
間
を
満
し
て
い

　
　
る
人
が
な
く
な
っ
た
場
合

　
・
受
け
る
人
　
順
位
が
あ
り
、
第
一
に
配
偶

　
　
者
以
下
、
一
八
歳
未
満
の
子
、
六
〇
歳
以

　
　
上
の
父
母
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。

　
・
年
金
額
（
月
額
）
次
の
三
つ
の
合
計
額

　
　
①
老
齢
年
金
で
の
べ
た
①
と
②
の
額
（
こ

　
　
　
れ
を
「
基
本
年
金
額
」
と
い
う
）
の
鏝

　
　
②
加
給
年
金
額
（
子
が
あ
る
場
合
の
加
算

　
　
額
）

　
　
③
寡
婦
加
算
額

②
―
国
民
年
金

○
被
保
険
者
　
二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳
未
満
の
人

　
で
他
の
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
。
主
に

　
農
漁
業
従
事
者
、
自
営
業
者
な
ど
、
た
だ
し

　
厚
生
年
金
な
ど
の
被
用
者
年
金
加
入
者
の
配

　
偶
者
は
任
意
に
加
入
で
き
る

○
保
険
料
　
厚
生
年
金
と
は
ち
が
っ
て
定
額
。

　
現
在
は
月
額
四
、
五
〇
〇
円
。
五
十
七
年
四

　
月
か
ら
は
五
、
二
二
〇
円
に
な
る
。
老
後
の

　
年
金
を
多
く
し
た
い
と
望
む
人
に
は
こ
れ
に

　
四
○
○
円
の
保
険
料
が
付
加
さ
れ
る
。

○
老
齢
年
金

　
　
・
受
給
要
件
　
保
険
料
納
付
期
間
と
保
険
料

　
　
免
除
期
間
（
国
民
年
金
に
は
所
得
が
低
い

　
　
場
合
な
ど
に
納
付
の
免
除
が
認
め
ら
れ

　
　
る
）
を
合
計
し
た
期
間
が
二
五
年
以
上
あ

　
　
る
こ
と
。
た
だ
し
年
齢
に
応
じ
て
こ
の
二

　
　
五
年
を
一
〇
年
な
い
し
二
四
年
で
よ
い
と

　
　
す
る
経
過
措
置
が
あ
る
。

　
・
受
給
開
始
年
齢
　
六
五
歳
か
ら
。
六
〇
歳

　
　
か
ら
で
も
受
給
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
は

　
　
年
金
額
が
減
額
さ
れ
る
。

　
・
年
金
額
（
月
額
）
次
の
三
つ
の
合
計
額
。

　
　
①
一
、
六
八
〇
円
に
保
険
料
納
付
年
数
を

　
　
か
け
た
額

　
　
③
一
、
六
八
〇
円
に
保
険
料
免
除
年
数
を

　
　
か
け
た
額
の
％
・

　
　
③
付
加
保
険
料
を
納
め
た
人
は
、
二
〇
〇

　
　
円
に
納
め
た
年
数
を
か
け
た
額
。

○
母
子
年
金

　
・
受
給
要
件
　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
一
年

　
　
以
上
保
険
料
を
納
め
た
妻
、
ま
た
は
老
齢

　
　
年
金
を
受
け
る
資
格
の
あ
る
妻
が
夫
を
な

　
　
く
し
、
母
子
世
帯
（
一
八
歳
未
満
の
子
が

　
　
あ
る
場
合
）
と
な
っ
た
こ
と
。
妻
の
ほ
か

　
　
に
、
祖
母
、
姉
な
ど
が
同
様
の
状
態
に
な

　
　
っ
た
場
合
に
も
「
準
母
子
年
金
」
を
受
け

　
　
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
・
年
金
額
（
月
額
）
四
万
一
、
八
〇
〇
円
に

　
　
子
の
数
な
ど
に
応
じ
た
加
給
金
を
加
え
た

　
　
額
。
準
母
子
年
金
の
場
合
も
同
じ
で
あ

　
　
る
。

○
寡
婦
年
金

　
・
受
給
要
件
　
老
齢
年
金
を
受
け
る
資
格
の

　
　
あ
る
夫
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
夫
と

　
　
一
〇
年
以
上
つ
れ
そ
っ
た
妻
が
六
〇
歳
か

　
　
ら
六
五
歳
ま
で
受
給
で
き
る
。

　
・
年
金
額
　
老
齢
年
金
額
の
鏝

③
―
国
家
公
務
員
共
済
組
合
（
地
方
公
務
員
共

　
　
済
組
合
、
そ
の
他
の
共
済
組
合
も
ほ
と
ん

　
　
ど
こ
れ
に
類
似
し
て
い
る
）

○
被
保
険
者
　
国
家
公
務
員

○
保
険
料
　
標
準
報
酬
の
一
〇
・
三
％
を
使
用

　
者
と
本
人
で
折
半
（
地
方
公
務
員
は
一
〇
・

　
四
％
）

○
退
職
年
金

　
・
受
給
要
件
　
①
加
入
期
間
が
二
〇
年
以
上

　
　
あ
る
こ
と
　
②
退
職
し
て
い
る
こ
と

　
・
受
給
開
始
年
齢
　
六
〇
歳
（
現
在
は
ま
だ

　
　
五
五
歳
か
ら
だ
が
今
後
四
年
ご
と
に
一
歳

　
　
ず
つ
お
く
ら
せ
二
〇
年
か
け
て
六
〇
歳
に

　
　
な
る
）

　
・
年
金
額
　
次
の
二
つ
の
合
計
額

　
　
①
退
職
時
の
前
一
年
間
の
俸
給
月
額
の
合

　
　
計
の
四
〇
％

　
②
①
の
額
の
一
・
五
倍
に
二
〇
年
を
こ
え

　
る
勤
務
年
数
を
か
け
た
額

○
遺
族
年
金

・
受
給
要
件
と
受
け
る
人

　
①
一
年
以
上
二
〇
年
未
満
の
加
入
者
が
亡

　
く
な
っ
た
場
合
と
、
②
退
職
年
金
を
受
け

　
る
資
格
の
あ
る
人
が
亡
く
な
っ
た
場
合
と

　
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
受
給
す
る
人

　
の
順
位
は
厚
生
年
金
と
同
じ
で
あ
る
。

・
年
金
額

　
①
の
場
合
は
退
職
年
金
の
基
に
な
る
偉
給

　
年
額
の
一
〇
％
に
、
一
〇
年
を
こ
え
る
時

　
は
こ
え
る
一
年
に
っ
き
同
俸
給
年
額
の
一

　
％
を
加
え
た
額

　
②
の
場
合
は
退
職
年
金
額
の
％

　
以
上
が
わ
が
国
の
代
表
的
な
三
つ
の
制
度
の

あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
詳
し
く
説
明
す
る
と
長
く

も
複
雑
に
も
な
る
の
で
、
そ
の
他
の
給
付
（
例

え
ば
障
害
年
金
）
、
経
過
的
措
置
、
あ
る
い
は
年

金
の
最
低
保
障
、
最
高
限
度
な
ど
細
部
に
つ
い

て
は
省
略
し
た
。
た
だ
、
次
の
二
、
三
に
つ
い

て
補
足
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
一
つ
は
「
通
算
年
金
制
度
」
で
あ
る
。

右
に
み
る
よ
う
に
、
各
制
度
は
受
給
の
条
件
と

し
て
一
定
の
加
入
期
間
を
要
求
し
て
い
る
。
し

か
し
職
場
を
転
々
と
し
て
そ
の
つ
ど
加
入
す
る

制
度
が
異
な
る
人
の
場
合
、
加
入
期
間
は
長
く

て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か
ら
み
れ
ば
必
要
期
間

に
達
し
な
い
。
こ
ん
な
人
は
ど
う
な
る
の
か
。
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幸
い
昭
和
三
十
六
年
に
通
算
と
い
う
制
度
が
で

　
き
た
。
各
制
度
の
加
入
期
間
の
合
計
が
、
被
用

　
者
年
金
だ
け
の
場
合
は
二
〇
年
、
国
民
年
金
が

含
ま
れ
る
場
合
は
二
五
年
、
こ
の
期
間
を
満
た

　
せ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か
ら
加
入
期
間
に
応
じ

て
年
金
が
支
払
わ
れ
る
。

　
　
次
に
、
俗
に
「
カ
ラ
期
間
」
と
よ
ば
れ
る
も

　
の
に
つ
い
て
。
厚
生
年
金
の
よ
う
な
被
用
者
年

　
金
で
は
妻
は
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
る
が

　
強
制
で
は
な
い
。
こ
の
被
用
者
の
妻
で
あ
っ
た

　
期
間
を
受
給
要
件
の
一
つ
で
あ
る
加
入
期
間
に

　
算
入
す
る
取
扱
が
あ
る
。
従
っ
て
女
性
の
場

　
合
、
勤
め
た
期
間
が
短
く
て
も
、
そ
の
期
間
と

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
と
し
て
過
ご
し
た
期
間
を

　
合
せ
て
二
五
年
以
上
に
な
れ
ば
年
金
に
結
び
つ

　
く
。
た
だ
七
妻
で
あ
っ
た
期
間
は
資
格
期
間
を

　
み
る
上
だ
け
の
こ
と
で
、
年
金
額
の
計
算
に
は

　
関
係
し
な
い
。
カ
ラ
期
間
と
よ
ば
れ
る
の
も
そ

　
の
辺
の
事
情
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
。
多
く
の
読

者
は
す
で
に
ご
存
知
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
画
期

的
な
措
置
た
っ
た
。
と
の
措
置
は
わ
が
国
で
は

四
十
八
年
の
年
金
大
改
正
の
際
に
採
用
さ
れ
た

も
の
で
、
消
費
者
物
価
指
数
が
一
年
度
あ
る
い

は
引
き
続
く
二
年
度
以
上
の
期
間
に
五
％
以
上

変
動
し
た
場
合
に
、
そ
の
変
動
率
を
基
準
と
し

て
年
金
額
が
改
定
さ
れ
る
。
こ
の
条
項
は
早
速

四
十
九
年
か
ら
発
動
さ
れ
、
今
年
も
厚
生
年
金

が
六
月
、
国
民
年
金
は
七
月
に
増
額
さ
れ
た
。

増
額
率
は
五
十
五
年
度
物
価
上
昇
率
の
七
・
八

％
で
あ
る
。
画
期
的
と
い
っ
た
が
、
こ
の
イ
ン
フ

レ
調
整
は
海
外
で
も
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
西
ド
イ
ツ
で
は
一
九
五
七
年
に
賃
金
ス
ラ

イ
ド
制
を
採
用
」
だ
が
、
’
七
九
年
か
ら
八
一
年

ま
で
は
賃
金
上
昇
率
に
か
か
わ
ら
ず
四
な
い
し

四
・
五
％
の
定
率
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
で
も
物
価
即
応
ス
ラ
イ
ド
の
再
検
討
が
提

案
さ
れ
て
お
り
、
他
の
欧
米
諸
国
も
ほ
ぼ
同
様

に
調
整
財
源
に
苦
慮
し
て
い
る
実
情
に
あ
る
。

　
も
う
】
つ
、
こ
の
項
に
付
け
加
え
て
お
き
た

い
の
は
、
か
っ
て
存
在
し
て
い
た
「
脱
退
一
時

金
」
で
あ
る
。
当
時
は
別
段
奇
異
と
も
思
わ
な

か
っ
た
が
、
今
に
し
て
思
え
ば
女
性
は
年
金
の

対
象
と
し
て
は
従
な
る
地
位
に
置
か
れ
、
重
視

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
国
民
年
金

な
ど
な
か
っ
た
そ
の
時
代
に
女
性
が
長
く
勤
務

す
る
こ
と
な
ど
例
外
中
の
例
外
で
、
女
性
の
年

金
は
夫
た
る
男
性
を
通
じ
て
考
え
れ
ば
よ
い
と

さ
れ
脱
退
一
時
金
は
こ
の
考
え
方
の
産
物
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
措
置
は
五
十
三
年
五
月
で
打
ち

切
ら
れ
た
が
、
脱
退
一
時
金
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
加
入
期
間
は
消
え
て
し
ま

い
、
カ
ラ
期
間
に
も
算
入
さ
れ
な
い
と
い
う
の

は
、
女
性
に
と
っ
て
ど
う
だ
っ
た
か
、
反
省
さ

せ
ら
れ
る
。

新
し
い
変
化
が
生
む
不
合
理

　
右
の
よ
う
な
わ
が
国
の
現
在
の
制
度
を
み
て

読
者
は
ど
う
感
じ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
制
度
に

よ
っ
て
考
え
方
に
も
内
容
に
も
か
な
り
相
違
の

あ
る
こ
と
に
お
気
付
き
だ
ろ
う
。
受
給
開
始
年

齢
も
、
保
険
料
も
、
給
付
も
そ
れ
ぞ
れ
に
ち
が

う
。
夫
次
第
で
自
分
自
身
の
年
金
が
ず
い
分
ち

が
っ
て
く
る
の
だ
な
と
い
う
印
象
を
も
た
れ
呑

　
と
は
い
え
、
各
制
度
は
一
定
の
家
庭
生
活
を

想
定
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
実

態
が
そ
の
想
定
に
合
致
し
て
い
る
場
合
は
あ
ま

り
問
題
は
な
い
。
例
え
ば
、
厚
生
年
金
は
、
一

家
の
働
き
手
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
る
夫
、
妻
は

家
事
・
育
児
に
専
念
し
内
助
の
功
を
つ
く
す
、

と
い
う
伝
統
的
な
勤
労
者
世
帯
を
前
提
と
し
て

い
る
。
そ
こ
で
年
金
は
夫
を
そ
の
主
体
と
し
て

捉
え
、
妻
は
夫
を
通
じ
て
年
金
の
利
益
を
う
け

る
、
と
い
う
仕
組
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ

こ
で
は
年
金
を
「
世
帯
単
位
」
で
考
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
、
国
民
年
金
で
は

例
え
ば
自
営
業
の
場
合
、
妻
も
夫
を
扶
け
て
い

わ
ば
一
体
と
な
っ
て
家
業
に
従
事
す
る
の
が
通

常
の
姿
で
あ
る
。
そ
こ
で
夫
婦
と
も
そ
れ
ぞ
れ

と
も
に
独
立
の
立
場
で
年
金
に
加
入
し
、
老
後

は
各
々
の
年
金
権
に
基
づ
く
給
付
を
受
け
る
と

い
う
考
え
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ

ち
ら
は
年
金
を
「
個
人
単
位
」
で
考
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
制
度
の
趣
旨
に
沿
う
典
型
的
な
場
合
だ
け
な

ら
よ
い
。
と
こ
ろ
が
想
定
外
の
状
況
が
出
て
く

る
と
、
種
々
の
不
合
理
が
生
じ
て
く
る
。
例
を

あ
げ
て
み
よ
う
。

　
Ａ
さ
ん
は
商
店
を
経
営
し
て
い
る
。
妻
の
加

さ
ん
が
何
か
の
事
情
で
近
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
に
勤
め
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
夫
は
国

民
年
金
、
妻
は
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
あ
る
日
突
然
不
幸
に
し
て
Ａ
さ
ん

が
倒
れ
る
。
ざ
さ
ん
は
勤
め
て
い
な
け
れ
ば
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
母
子
年

金
の
対
象
に
な
る
が
、
今
は
厚
生
年
金
だ
か
ら

資
格
外
。
一
方
夫
の
国
民
年
金
に
は
遺
族
年
金

が
な
い
か
ら
こ
れ
も
ダ
メ
。
結
局
が
さ
ん
が
手

に
す
る
年
金
は
何
も
な
い
。

　
反
対
の
ケ
ー
ス
を
考
え
七
み
ょ
う
。
夫
Ｂ
さ

ん
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
厚
生
年
金
被
保
険
者
。

妻
の
B
さ
ん
は
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

る
。
Ｂ
さ
ん
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
、
Ｆ
さ
ん

に
は
厚
生
年
金
の
遺
族
年
金
光
自
分
の
国
民
年

金
か
ら
の
母
子
年
金
が
出
る
。
つ
ま
り
、
が
さ

ん
の
場
合
は
ゼ
ロ
、
Ｂ
さ
ん
の
場
合
は
ダ
ブ
ル

年
金
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
が
さ
ん
だ
っ
て
夫

の
商
店
経
営
が
不
振
だ
っ
た
か
ら
働
ら
き
に
出

だ
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
Ｉ
。

　
ま
た
こ
ん
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
Ｃ
さ
ん
と
C
　
さ
ん
は
共
働
者
の
夫
婦
。
共
働

き
と
い
っ
て
も
Ｃ
さ
ん
の
給
与
は
月
二
六
万

円
、
Ｃ
さ
ん
は
パ
ー
ト
だ
か
ら
四
万
円
程
度
で

あ
る
。
隣
家
の
Ｄ
さ
ん
は
典
型
的
な
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
給
与
は
三
〇
万
円
（
つ
ま
り
総
額
で
Ｃ

さ
ん
の
家
庭
と
同
額
）
で
、
妻
の
D
さ
ん
は
専

業
主
婦
で
あ
る
。
こ
の
家
庭
の
老
後
の
年
金
は

ど
う
な
る
か
。
家
庭
全
体
で
の
収
入
は
同
じ
だ
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つ
た
の
に
年
金
で
は
Ｃ
さ
ん
の
方
が
ず
っ
と
有

利
に
な
る
。
な
ぜ
か
。
第
一
に
Ｃ
さ
ん
の
方
は

厚
生
年
金
の
定
額
部
分
が
前
に
の
べ
た
計
算
に

よ
っ
て
Ｃ
さ
ん
の
分
と
二
人
分
出
る
。
第
二

に
、
こ
の
定
額
部
分
は
加
入
期
間
だ
け
で
算
定

さ
れ
、
そ
の
開
の
給
与
の
高
低
は
問
題
に
さ
れ

な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
だ
け
所
得
の
低
い
Ｃ
さ
ん

に
は
有
利
に
作
用
す
る
。
た
ぶ
ん
納
め
た
保
険

料
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
多
い
鎖
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
不
合
理
な
状
態
が
生
れ
る

の
か
。
そ
れ
が
前
述
の
制
度
の
意
図
せ
ざ
る
状

況
が
混
入
し
て
き
た
ゆ
え
な
の
で
あ
る
。
そ
の

新
し
い
状
況
と
は
何
か
。
第
一
に
は
女
性
の
職

場
進
出
で
あ
る
。
昭
和
三
十
五
年
に
は
女
子
の

就
業
者
は
Ｉ
、
八
〇
七
万
人
、
う
ち
雇
用
者
は

七
三
八
万
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
牡
が
五
十

三
年
に
は
就
業
者
は
二
、
〇
八
三
万
人
と
増
加

し
、
特
に
雇
用
者
の
就
業
者
中
に
占
め
る
比
率

は
四
〇
・
八
％
か
ら
六
一
・
四
％
と
上
昇
、
て

二
八
〇
万
人
と
な
っ
た
。
中
高
齢
層
も
増
加
、
川

○
歳
～
五
四
歳
で
は
四
十
年
に
一
九
・
一
％
だ

っ
た
の
が
五
十
三
年
に
は
三
〇
・
八
％
に
達
し

た
。
ま
た
既
婚
者
の
雇
用
者
も
増
加
を
続
け
、

三
十
年
に
比
べ
る
と
有
配
偶
率
は
二
倍
以
上
に

な
っ
た
。
女
性
の
就
職
は
、
″
若
く
て
未
婚
″

と
い
う
定
説
は
ま
っ
た
く
覆
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　
第
二
の
状
況
の
変
化
は
、
国
民
年
金
の
任
意

加
入
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
）
の
増
加
で
あ

る
。
現
在
こ
の
範
囲
内
の
女
性
の
八
〇
％
以
上

が
す
で
に
加
入
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
変
化
。
考
え
方
を
異
に

し
て
出
発
し
た
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
は
こ
れ

に
的
確
に
対
応
し
う
る
体
制
を
整
え
な
く
て
は

な
る
ま
い
。

　
ケ
ー
ス
と
し
て
離
婚
や
再
婚
が
か
ら
む
と
開

題
は
さ
ら
に
複
雑
に
な
る
。

　
Ｅ
さ
ん
の
妻
Ｒ
さ
ん
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

妻
と
し
て
Ｅ
さ
ん
に
何
十
年
も
つ
れ
そ
い
夫
に

つ
く
し
た
が
、
あ
る
事
情
で
離
婚
し
た
。
Ｅ
さ

ん
は
若
い
女
性
と
再
婚
し
、
寄
る
年
波
で
や
が

て
な
く
な
っ
た
。
若
い
奥
さ
ん
は
Ｅ
さ
ん
の
遺

族
年
金
を
生
涯
受
け
る
。
そ
の
額
は
計
算
す
れ

ば
莫
大
な
財
産
で
あ
ろ
う
。
一
方
離
婚
し
た
ｐ

さ
ん
に
は
何
の
給
付
も
な
い
。
遺
産
相
続
に
つ

い
て
も
問
題
が
あ
る
ケ
ー
ス
だ
が
、
そ
れ
は
離

婚
時
に
財
産
の
分
割
や
慰
謝
料
で
解
決
す
べ
き

別
の
問
題
。
社
会
保
障
と
し
て
の
年
金
の
側
か

ら
は
い
さ
さ
か
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
は
海
外
で
も
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
夫
が
長
年
の
勤
労
に
よ
っ
て
年

金
権
を
徐
々
に
築
き
あ
げ
て
き
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
形
式
に
つ
い
て
は
当
然
妻
の
功
労
が
あ
っ

た
は
ず
で
、
妻
自
身
の
年
金
権
も
認
め
ら
れ
て

然
る
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
方
が
成
り
立
つ
わ

け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
離
婚
し
再
婚
し
た
後
な

く
な
っ
た
夫
の
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の

夫
と
つ
れ
そ
っ
た
期
間
に
応
じ
て
、
離
婚
妻
八

死
亡
時
妻
と
の
間
で
配
分
す
る
と
い
う
、
″
所

得
分
割
″
方
式
が
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
等

で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
夫
の
年
金
権
の
取
得
に

つ
い
て
の
貢
献
度
に
よ
っ
て
権
利
を
分
け
る
と

い
う
思
想
で
、
合
理
的
で
は
あ
る
が
、
残
さ
れ

た
妻
の
状
態
な
ど
考
え
る
と
わ
が
国
の
場
合
問

題
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
際
的
に
は
男
女
平
等
の

年
金
権
へ
と
い
う
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
例
を
紹
介
す
る

と
、
現
在
ア
メ
リ
カ
の
社
会
保
障
年
金
は
単
身

者
を
Ｉ
〇
〇
と
す
る
と
夫
婦
は
一
五
〇
、
つ
ま

り
五
〇
％
増
に
な
る
。
離
婚
す
る
と
、
一
〇
〇

が
夫
に
残
り
、
五
〇
に
相
当
す
る
部
分
が
離
婚

妻
の
も
の
に
な
る
。
し
か
し
男
女
平
等
の
思
想

か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
は
不
公
平
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
が
、
年
金
政
策
委
員
会
か
ら
出
さ
れ

論
議
を
よ
ん
で
い
る
。

　
女
性
の
年
金
制
度
上
の
処
遇
は
、
先
進
諸
国

の
間
で
も
し
か
ほ
ど
さ
よ
う
に
む
つ
か
し
く
、

今
な
お
流
動
的
で
あ
る
。

‐
幾
つ
か
の
提
言

　
さ
て
、
与
え
ら
れ
た
紙
数
に
近
ず
い
た
の

で
、
結
論
ら
し
い
と
り
ま
と
め
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
年
金
制
度
の
改
革
、
再
編
成
は

き
わ
め
て
複
雑
か
つ
困
難
な
問
題
で
あ
り
、
一

朝
一
タ
で
解
決
す
る
も
の
で
も
な
い
。
従
っ
七

明
快
な
回
答
を
こ
こ
で
筆
者
に
求
め
る
の
は
む

り
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
国
民
年
金
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

妻
の
任
意
加
入
制
に
つ
い
て
。
筆
者
は
こ
の
取

扱
は
と
り
止
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。
理
由
の
第

一
は
、
社
会
保
障
政
策
は
前
提
と
な
る
社
会
の

状
況
が
確
定
し
て
い
な
け
れ
ば
本
来
設
定
で
き

な
い
。
本
人
の
意
思
に
よ
っ
て
ど
う
な
る
か
わ

か
ら
な
い
状
況
に
対
し
て
整
合
性
と
合
理
性
を

も
っ
た
制
度
を
構
築
す
る
の
は
む
り
だ
か
ら
で

あ
る
。
第
二
に
、
任
意
加
入
制
は
国
民
に
不
公

平
を
も
た
ら
す
。
加
入
し
た
場
合
、
給
付
時
に

国
庫
の
負
担
が
鋸
つ
く
う
え
、
物
価
上
昇
に
従

っ
て
年
金
額
は
増
額
さ
れ
る
。
し
か
も
納
入
す

る
保
険
料
は
数
理
上
将
来
の
給
付
を
ま
か
な
う

た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
額
よ
り
ず
っ
と
低
い
。

貯
蓄
と
考
え
て
も
こ
ん
な
に
有
利
な
投
資
は
考

え
ら
れ
な
い
。
第
三
に
、
国
民
年
金
任
意
加
入

の
対
象
者
の
八
〇
％
以
上
が
す
で
に
加
入
し
て

い
る
と
い
う
現
実
で
あ
る
。
任
意
加
入
制
を
な

く
す
と
い
っ
て
も
こ
の
現
実
を
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
限
っ
て
い
え
ば
強
制

　
（
言
葉
は
わ
る
い
が
）
加
入
に
ふ
み
切
っ
た
方

が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
。
厚
生
年
金
で
の
男
女
差
は
な
く
す
べ

き
で
あ
る
。
現
在
で
は
受
給
年
齢
は
女
性
の
方

が
早
く
、
保
険
料
率
は
低
い
。
こ
れ
に
合
理
的

な
解
釈
を
与
え
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
誰
も
で
き

ま
い
。
受
給
年
齢
に
つ
い
て
差
を
設
け
て
い
る

の
は
先
進
国
で
は
イ
ギ
リ
ス
ぐ
ら
い
で
（
男
六

五
歳
、
女
六
〇
歳
）
他
の
国
は
ほ
と
ん
ど
同
一

の
六
五
歳
で
あ
る
。
し
か
も
女
性
の
方
が
男
性
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よ
り
長
寿
な
の
だ
か
ら
、
ど
ち
ら
が
有
利
か
は

い
う
ま
で
も
な
い
（
イ
ギ
リ
ス
等
で
差
を
設
け

て
い
る
の
は
、
社
会
慣
習
上
女
性
の
方
が
男
性

よ
り
も
退
職
年
齢
が
若
い
た
め
で
あ
り
、
ま
た

退
職
年
齢
イ
コ
ー
ル
年
余
受
給
年
齢
と
い
う
考

え
方
が
定
着
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）
。
保
険
料

率
に
い
た
っ
て
は
、
現
在
の
取
扱
は
筆
者
は
む

し
ろ
女
性
の
立
場
に
立
て
ば
屈
辱
と
さ
え
思

う
。
つ
ま
り
前
述
の
脱
退
一
時
金
と
同
様
女
性

を
真
の
年
金
の
対
象
と
は
み
な
い
考
え
方
の
名

残
り
だ
と
思
う
。
利
益
に
な
る
こ
と
な
ら
何
事

も
よ
し
と
い
う
の
で
は
女
性
の
地
位
の
進
展
は

望
め
な
い
。
正
し
い
権
利
の
上
に
立
っ
て
の
み

堂
々
と
主
張
が
な
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
終
り
に
、
制
度
の
整
合
化
、
再
編
成
。
つ
ま

り
は
思
想
の
統
一
。
さ
ら
に
焦
点
を
し
ぼ
る
な

ら
年
金
を
世
帯
単
位
で
考
え
る
か
個
人
単
位
で

考
え
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
う
思
う
。

社
会
保
障
が
経
済
保
障
で
あ
る
そ
の
給
付
は
人

の
経
済
生
活
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
る
の
が
自

然
で
は
な
い
か
と
。
人
の
経
済
―
消
費
生
活
は

生
活
共
同
体
と
し
て
の
「
世
帯
」
を
単
位
と
し

て
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
欧
米
の
個
人

単
位
へ
の
す
う
勢
に
は
逆
向
す
る
の
だ
が
、
世

帯
単
位
原
則
で
各
制
度
を
整
理
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

の
場
合
に
も
個
人
の
年
金
権
に
つ
い
て
の
配
慮

を
織
り
込
む
こ
と
は
可
能
だ
し
、
離
婚
、
再
婚

な
ど
の
場
合
に
対
し
て
も
そ
れ
な
り
の
対
応
を

考
え
る
こ
と
も
決
し
て
困
難
で
は
な
い
と
思

〈
前
・
(
財
)
年
金
制
度
研
究
開
発
基
金
理
事
／

　
　
　
　
現
・
社
会
福
祉
事
業
振
興
会
常
務
〉
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